
 
 

2021 年 12 月 10 日 

各 位 

株式会社Ｔ＆Ｄホールディングス 

（コード番号：8795 東証第一部） 

太 陽 生 命 保 険 株 式 会 社 

大 同 生 命 保 険 株 式 会 社 

 

東京大学が発行する「ソーシャルボンド」への投資について 

 

Ｔ＆Ｄ保険グループの太陽生命保険株式会社（社長 副島 直樹、以下「太陽生命」）と大同 

生命保険株式会社（社長 北原 睦朗、以下「大同生命」）は、国立大学法人東京大学（総長 藤井 

輝夫、以下「東京大学」）が発行する「ソーシャルボンド」（以下「本債券」）への投資を決定い

たしました。 

本債券の調達資金は、東京大学ＦＳＩ事業※に充当され、知の接続機能を持つ拠点（ハブ）として

の役割を果たすための先端的研究施設設備の整備や、未来を築く卓越した人材を輩出し、全ての構成

員が安心して活動できる多様性と包摂性を合わせ持った「誰もが来たくなる大学」にふさわしいキャ

ンパスの整備などに活用されます。 
 

※ FSI(Future Society Initiative:未来社会協創)とは、教育と研究に加えて、複雑化する社会課題の解決を新たなミッション 

と認識し、文理を超えた「知」を駆使して、より良い未来社会の構築に向けて協創すること。 
 

＜本債券の概要＞ 

  発 行 体： 東京大学（Ｒ＆Ｉ格付：ＡＡ＋、ＪＣＲ格付：ＡＡＡ） 

  債券名称： 第２回国立大学法人東京大学債券（ソーシャルボンド） 

  発行総額： １００億円 

  償還期間： ４０年 

  資金使途： 先端的研究施設設備の整備、多様な人材の包摂に向けたキャンパス整備等 

 

Ｔ＆Ｄ保険グループ各社は、「Ｔ＆Ｄ保険グループＥＳＧ投資方針」に基づき、事業活動を通

じて社会的課題の解決に貢献する取組みを進めてまいりました。 

資産運用においては、「責任投資原則（ＰＲＩ）」の考え方や、国連が提唱した持続可能な開

発目標である「ＳＤＧｓ」などを踏まえ、環境・社会・企業統治の課題を考慮する「ＥＳＧ投資」

に積極的に取り組んでいます。社会的課題の解決に資する本債券への投資は、こうした取組みの

一つです。 

引き続き、太陽生命と大同生命は、責任ある機関投資家としての責務を果たし、持続可能な 

社会の形成に貢献できるよう努めてまいります。 

以 上 

 

【お問合せ先】 

株式会社Ｔ＆Ｄホールディングス 広報課  井本・山本 TEL 03-3272-6115 

太 陽 生 命 保 険 株 式 会 社 広報課  貴志    TEL 03-3272-6406 

大 同 生 命 保 険 株 式 会 社 広報課  筑摩    TEL 03-3272-6206 


